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11 款 06

項 01

目 02

A

県

使用料外

● 島根県市町村農林水産業振興対策協議会負担金 円

● 島根県野菜価格安定基金協会負担金 円

● 簡易排水償還負担金 円

・寸次簡易排水処理施設（H5～29）　 （ 円）

・仲村簡易排水処理施設（H6～30）　 （ 円）

・与一畑簡易排水処理施設（H7～31） （ 円）

● 農業経営基盤強化資金利子補給金

● 債務保証損失補償金

● その他推進事業

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

国・県支出金 243,136 円

事業進捗度 － 農業総務費

予 算 額 6,109,000 円
目
的

農業振興の全般に関わる業務及び各種団
体、協議会等との連絡調整、情報取集を行
う。決 算 額 6,044,434 円

財
源
内
訳

0 円

成果
指標

一 般 財 源 5,559,345 円

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業総務費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

人件費コスト  B 3.0人役 23,139,000 円 総事業費　　A+B 29,183,434 円

そ　の　他 241,953 円 目標値 実績値 差引

地　方　債

【負担金等支払事業】 4,647,526円 0円 0円 0円 4,647,526円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

1,655,652

1,324,521

【各種制度資金利子補給事業】 461,184円 243,136円 0円

4,535,026

1,554,853

108,500

4,000

0円 218,048円

【その他】 935,724円 0円 0円 241,953円 693,771円
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A

国
県

使用料外

研修の様子 （いちご） （トルコギキョウ） （梨）

単位：円

事業内容 事業費 県補助金

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業振興費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

そ　の　他 63,123 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 31,020,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 17,269,046 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 49,099,000 円
目
的

農林地の有効活用、経営規模の拡大、中核農林
家並びに後継者育成、特産品加工の推進、新し
い農林業の開発等対策により、農林業の発展と
地域農林業者の経営的、社会的地位の向上を図
る。

決 算 額 48,352,169 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 3.8人役 29,309,400 円 総事業費　　A+B 77,661,569 円

地産地消：直売品販売額及び生産者所得向上を目的に、農産加工品講座や加工品コンクールを行い、
新たな農産加工品の開発と生産者の意識醸成を図った。

●地域提案戦略支援 （県1/2、1/3）

いちご：いちごの収量アップと生産安定を目的にテープヒーター（株元加温）を試験導入し、安来
　　　　地域での効果を検証した。

【がんばる事業地域応援総合事業】 16,107,000円 12,422,000円 0円 0円 3,685,000円

計 1,783,773 587,000

●園芸産地資源活用支援 （県定額）

新規就農者や認定農業者を中心に農繁期の作業をサポートする臨時雇用の派遣要望が高まっていることから
農業サポーターの育成を目的に、臨時雇用の需要の高いトルコギキョウ、いちご、梨などで研修を行なっ
た。

苺収量増加対策　テープヒーター効果検証 1,554,120 479,000

農産加工レベルアップ事業 229,653 108,000

単位：円

事業内容 事業費 県補助金

農業サポーターの育成事業 209,400 200,000
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事業内容 事業費 県補助金 市補助金

電気引込工事、パイプハウス 4,233,600 1,411,000 541,000

●新規就農総合支援 （県1/3）

新規就農者が農業経営を開始する場合に必要な施設等の整備費を支援して初期投資の軽減を図った。パイプ
ハウス整備費について市から上乗せ補助（資材費の1/6以内）を行い、初期投資軽減及び安定的な規模拡大
を支援した。

【農地集積協力金】 18,598,000円 18,598,000円 0円 0円 0円

パイプハウス 2,538,000 846,000 327,000

計 34,913,473 11,635,000 3,685,000

管理機、灌水設備、パイプハウス 16,087,680 5,362,000 1,743,000

管理機、育苗ハウス、電照設備、灌水設備、パイプハウス 12,054,193 4,016,000 1,074,000

単位：円

　協議会を通じて農業者の農業用廃プラスチックの処理費用について一定の助成をおこなうことにより、適正処理
を推進し、環境の保全を図った。

【比田いきいき交流館維持管理事業】 1,181,520円 0円 0円 13,123円 1,168,397円

　安来市における農林業振興の目標・ビジョンを明確にし、急激に変化する農林業情勢に対応すべく、各専門部会
を中心に事業を展開した。
　・安来農林振興協議会負担金　4,000,000円
　・安来市中心的経営体育成事業認定農業者育成支援事業　3,333,334円
　・安来市集落ビジョン策定支援事業　2,565,558円
　・安来市茶生産機械整備事業　2,158,000円

408,757円 0円 0円 50,000円 358,757円

農地中間管理事業を利用し、農地を集積することを支援をした。

・地域集積協力金      6,636,000円（論田）

・経営転換協力金   　11,300,000円（25戸）

・耕作者集積協力金　　　662,000円（ 9戸）

【安来農林振興協議会負担金】 12,056,892円 0円 0円 0円 12,056,892円

【安来市農業用廃プラスチック適正処理推進協議会負担金】

　指定管理施設である比田いきいき交流館のPOSレジシステムを更新し、中山間地域活性化への取り組みを支援し
た。
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使用料

【青年就農給付金事業】

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 新規就農円滑化対策事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

そ　の　他 385,207 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 13,937,500 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 0 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 14,421,000 円
目
的

UIターン者や後継就農者等を対象に農業研
修をはじめとした新規就農のための支援を
おこない、農業担い手の確保・育成及び早
期の経営安定をはかる。

決 算 額 14,322,707 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 0.8人役 6,170,400 円 総事業費　　A+B 20,493,107 円

　UIターン希望者、後継就農者等を対象に１年間、指導農業士の圃場を中心に農業の実地研修を行い、農業技術及
び農業経営力の習得を目指す。また、新規就農研修滞在施設の維持管理を行い、研修制度の充実を図ることにより
担い手の確保育成を推進する。

【新規就農研修支援事業】 385,207円 0円 0円 385,207円 0円

13,937,500円 13,937,500円 0円 0円 0円

　市の人・農地プランに位置づけられている、就農予定時の年齢が４５歳未満の独立・自営就農者に対して、就農
後５年目まで一定額の給付金を給付する。
　新規就農者に対して平成26年度は５人への給付と、国の補正予算対応により平成27年度分を５人へ給付した。
　※給付金額：１人あたり年間150万円（ただし、夫婦就農の場合は、夫婦合わせて年間225万円）
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A

国

諸収入

【交付金交付事業】

【推進事業】

　　●要件等

・対象地域 地域振興５法指定地域

・対象農用地 農振法に定める農用地区域内に存する農用地で、急傾斜及び緩傾斜の

一団の農用地。

・傾斜要件及び交付単価

　　●平成26年度実績

・交付対象農用地面積

・協定数及び農家数

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中山間地域等直接支払事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成12年度 農業費

決算事項別明細書 P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

国・県支出金 108,908,415 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 37,522,291 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 146,441,000 円
目
的

生産条件の不利な中山間地域において、農
地の持つ多面的機能の維持・促進を図る。

決 算 額 146,438,197 円

財
源
内
訳

【　事業名称　】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 1.5人役 11,569,500 円 総事業費　　A+B 158,007,697 円

そ　の　他 7,491 円 目標値 実績値 差引

3,133,501円 1,430,000円 0円 7,491円 1,696,010円

143,304,696円 107,478,415円 0円 0円 35,826,281円

区分 田 畑 備考

急傾斜
1/20以上 15度以上 農業生産活動等の体制整

備に取り組む場合のみ左の
10割、基礎的な取り組みの
みを行う場合は左の8割の交
付単価とする。

21,000円/10a 11,500円/10a

　平成12年度に創設された国の制度であり、市が認定した共同活動等を行う集落等に対して、一定の基準のもと
に交付金を交付する。（平成22年度より新たな第三期対策が開始し、平成26年度が最終年度となる。）

計

急傾斜農用地 6,155,702㎡ 122,230,804円 64,606㎡ 696,910円 6,220,308㎡ 122,927,714円

緩傾斜
1/100以上1/20未満 8度以上15度未満

8,000円/10a 3,500円/10a

区分 田 畑

区　　分
集落協定 個別

協定
合計

協定数集落数 農家数

20,376,982円

計 8,869,101㎡ 142,399,447円 127,605㎡ 905,249円 8,996,706㎡ 143,304,696円

緩傾斜農用地 2,713,399㎡ 20,168,643円 62,999㎡ 208,339円 2,776,398㎡

102

基礎単価協定（8割） 40 476 0 40

体制整備単価協定（10割） 61 805 1 62

計 101 1,281 1
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県

【安来市経営所得安定対策直接支払推進事業費補助金】

決算事項別明細書

経営所得安定対策直接支払推進事業費 農林水産業費

P129

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業

事業開始年度 平成26年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

0 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

予 算 額 19,800,000 円
目
的

経営所得安定対策制度及びそれと一体的に
行われる米の需給調整において、着実に事
業を実施するために安来地域農業再生協議
会に事務費補助等を行う。

決 算 額 17,863,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 12,863,000 円

地　方　債

5,000,000 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 771,300 円 総事業費　　A+B 18,634,300 円

　安来地域農業再生協議会において、生産調整事務における水稲生産実施計画書の配布、回収事務を集落委員に委
嘱し、米の作付面積を集落配分している当地域において、円滑且つ着実な生産調整の達成を図った。

【安来市需給調整円滑化推進交付金】 1,302,000円 1,302,000円 0円 0円 0円

　協議会において、経営所得安定対策直接支払制度の普及推進活動や交付申請等にかかる事務を集落生産調整委員
に依頼しながら円滑な事務を実施した。

　生産調整事務の円滑な遂行を図るため、事務を担う協議会の経費負担を行った。

11,561,000円 11,561,000円 0円 0円 0円

【安来地域農業再生協議会負担金】 5,000,000円 0円 0円 0円 5,000,000円
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A

県

　農林作物等に多大な被害を及ぼしている有害鳥獣の捕獲を行う事に対し補助を行う。

　国の鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業により、イノシシ捕獲に対して上乗せ補助を行う。

【有害鳥獣駆除事業業務】

　　その他、鳥獣被害防止対策協議会への補助金等関連事業

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 15,137,000 円
目
的

農林作物等に多大な被害を及ぼしている有害鳥
獣の捕獲を行い農林業被害防止に努める。ま
た、農作物から有害鳥獣の被害を防止する為
に、施設を設置し、被害の軽減を図る。

決 算 額 15,017,663 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 有害鳥獣駆除事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

人件費コスト  B 0.5人役 3,860,500 円 総事業費　　A+B 18,878,163 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 1,874,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 13,143,663 円

【農作物獣被害防止対策事業】 2,998,428円 0円 0円 0円 2,998,428円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

（枚） （枚） （枚） （基） （基） （本）

4,028

　農作物から有害鳥獣の被害を防止する為に、施設を設置した者に対し、資材購入費の一部を補助する。

区分
トタン ワイヤーメッシュ 防護網 電気牧柵 爆音機 支柱

区分 補助対象額（円） 補助額（円）

直接申請分 3,136,139 1,514,164

合計 821 3,012 34 19 7

2,101

ＪＡ経由分 549 1,257 11 1 1,927

直接申請分 272 1,755 34 8 6

イノシシ捕獲実績
10,000円×616頭
（安来班103頭、広瀬班255頭、伯太班258頭）

6,160,000円

【鳥獣被害防止緊急捕獲対策事業】 1,874,000円 1,874,000円 0円 0円

【有害鳥獣捕獲事業】 6,160,000円 0円 0円 0円 6,160,000円

ＪＡ経由分 3,568,360 1,484,264

合計 6,704,499 2,998,428

有害鳥獣駆除に対す
る出動委託業務

現地調査及び協議156件、捕獲のための出動270
件、イノシシ以外の捕獲数261件

2,250,000円

【その他事業】 1,735,235円 0円 0円 0円

0円

イノシシ捕獲実績
成獣　225頭×8,000円
幼獣　 74頭×1,000円　　　　　※申請頭数

1,874,000円

2,250,000円 0円 0円 0円 2,250,000円

1,735,235円

（安来市鳥獣対策実施隊員　講習会）
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【交付金交付事業】

【推進事業】

　　●支援対象となる取組（化学肥料、化学合成農薬を慣行栽培から5割以上低減する取組みとの組み合わせ）

　①カバークロップ

　②炭素貯留効果の高い堆肥の水質保全に資する施用

　③有機農業

　④地域特認取組（冬期湛水等）

　　●支援単価

10a当たりの交付単価 単位：円

※国は農業者に対し、直接交付金の交付を行う。

　　●平成26年度実績

取組区分 交付件数
交付対象面積

（a）
交付額（国・県・市）

（円）

冬期湛水 ｶﾊﾞｰｸﾛｯﾌﾟ

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 環境保全型農業直接支払事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成23年度 農業費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 691,275 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 710,358 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 1,403,000 円
目
的

環境保全に効果の高い営農活動によって地
球温暖化防止や生物多様性の保全・向上を
図る。決 算 額 1,401,633 円

財
源
内
訳

【　事業名称　】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 771,300 円 総事業費　　A+B 2,172,933 円

19,083円 0円 0円 0円 19,083円

1,382,550円 691,275円 0円 0円 691,275円

堆肥の施用 2,200 2,200 4,400

有機農業（うちそば等雑穀・飼料作物） 1,500 1,500 3,000

対象取組 国　1/2 市1/4・県1/4 合　計

カバークロップ、冬期湛水等 4,000 4,000 8,000

　平成23年度からスタートした支援対策であり、地球温暖化防止、生物多様性保全等に効果の高い営農活動に取り
組む農業者に対し交付金を交付する。

冬期湛水 5（内法人2） 2,612 2,089,600

合計 12（内法人2） 3,759 2,765,100

堆肥の施用 1 210 92,400

有機農業（うちそば等雑穀・飼料作物） 2 333 99,900

カバークロップ 4 604 483,200

－203－
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A

島根県種畜共進会及び島根中央子牛共進会の出品者に対し奨励金を支払った。

（平成２６年度島根県種畜共進会）

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 畜産業費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 5,099,935 円

事業進捗度 － 畜産業費

予 算 額 5,163,000 円
目
的

畜産経営支援対策及び畜産環境総合整備事
業等により畜産振興を図る。

決 算 額 5,099,935 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 0.5人役 3,856,500 円 総事業費　　A+B 8,956,435 円

・乳用牛群検定対策事業　（事業費の1/3以内）　147頭　277,000円
　　効率的飼養管理を図るため乳用牛群の組織的検定を行った。
・乳用牛群整備対策事業　（1頭20,000円以内）　11頭　220,000円
　　乳成分、乳量等の優れた乳用牛の導入を行い、乳用牛の改良を図った。
・優秀種雄牛精液導入事業（1本7,500円以内）　 70本　255,000円
　　乳用牛の優秀輸入精液の導入を行い、乳用牛の改良、増殖を図った。
・酪農ヘルパー制度円滑化対策事業（1戸6,000円以内）　25戸　150,000円
　　酪農ヘルパー制度の普及、啓発により酪農経営の安定を図った。
・繁殖素牛保留対策事業（1頭50,000円以内）　29頭　1,450,000円
　　肉用牛の優秀雌子牛を導入、保留し肉用牛の基盤整備を図った。

　畜舎消毒を実施し、家畜の損害防止及び地域の環境衛生を図った。

【畜産振興対策事業費補助金】 2,352,000円 0円 0円 0円 2,352,000円

【家畜衛生事業負担金】 337,935円 0円 0円 0円 337,935円

【耕畜連携稲わら集草事業補助金】 2,280,000円 0円 0円 0円 2,280,000円

【島根県畜産共進会出品奨励金】 130,000円 0円 0円 0円 130,000円

安全かつ良質な国産稲わらを収集・梱包し、粗飼料として畜産農家へ供給した。　2,000円/10a×114ha

－204－



40

10 会計 01

44 款 06

項 01

目 05

A

県55%

　農業生産基盤の整備及び施設（水利）の維持修繕を図った。

　各種土地改良関係負担金及び農林漁業資金元利償還金を支出した。

　　　●維持管理費

　　　●材料費

　　　●島根県土地改良事業団体連合会負担金

　　　●事業負担金

　　　●土地改良区運営負担金

　　　●農林漁業資金元利償還金

恵乃島干拓排水機場　堆積物撤去 掛岩水門修繕

植田分水修繕 奥の谷ため池修繕

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農地費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 275,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 70,305,627 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 70,661,000 円
目
的

生産性の高い農業条件整備を図る。

決 算 額 70,580,627 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 1.0人役 7,713,000 円 総事業費　　A+B 78,293,627 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

【事業内容】

906,560 円

4,767,210 円

3,986,625 円

606,595 円

8,400,000 円

51,913,637 円

70,580,627 円
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A

国
県

　県営事業で農業生産基盤整備を行うことにより、生産コストの低減、流通体制の整備促進が

　見込め、地域農業の活性化を図る。

　●能義第二地区経営体育成基盤整備事業

　●大塚地区経営体育成基盤整備事業

　●鳥木地区農業用河川工作物応急対策事業

　●能義第二農業経営高度化支援事業促進費

　●県単基幹水利施設整備事業(飯梨川沿岸)

　●安能2期地区広域営農団地農道整備交付金事業

大塚地区 能義第２地区

安能2期　卯月トンネル ふるさと農道安能地区

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 県事業負担金費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 140,122,715 円

地　方　債
合併・過
疎・公共 81,600,000 円

成果
指標

一 般 財 源 8,101,285 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 252,045,000 円
目
的

営農団地内の基幹的農道を整備し、農産物
や生産資材等の輸送の合理化を図る。ま
た、農業生産基盤の整備を推進するととも
に組織的農業体系の構築を図る。

決 算 額 229,824,000 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 2.5人役 19,282,500 円 総事業費　　A+B 249,106,500 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

【事業内容】

2,240,000 円

134,695,000 円

11,560,000 円

27,679,000 円

3,000,000 円

50,650,000 円

229,824,000 円
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A

使用料

　交通体系に即した農道維持により地域社会の利便性向上を図るため舗装修繕工事・草刈等を行った。

　　　●笹刈農道舗装修繕工事

　　　●維持管理費

　　　●材料費

笹刈農道舗装修繕工事　竣工 笹刈農道除草委託

安能トンネル安全施設点検業務 安能農道除草委託

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農道維持費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 5,933,125 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 6,396,000 円
目
的

幹線農道の維持管理を図る。

決 算 額 6,132,636 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.3人役 2,313,900 円 総事業費　　A+B 8,446,536 円

そ　の　他 199,511 円 目標値 実績値 差引

【事業内容】

4,137,218 円

537,418 円

1,458,000 円

－207－
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A

使用料

出雲織・のき白鳥の里及びなかうみ農村公園の維持管理、施設整備を行った。

　　　●維持管理費

　　　●施設管理委託料

なかうみ農村公園　除草委託

なかうみ農村公園　除草委託

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農村公園管理費

決算事項別明細書 P131

予 算 額 2,136,000 円
目
的

地域交流拠点施設を整備することにより、
市民の憩いの場としての利用価値を高め
る。決 算 額 2,094,265 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

1,418,353 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,542,600 円 総事業費　　A+B 3,636,865 円

0 円

成果
指標

そ　の　他 675,912 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

【事業内容】

1,224,316 円

869,949 円

－208－
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国1/2
県1/4

　　　●管理体制整備負担金

ため池　除草 干拓地　除草

干拓地　クリーンアップ作戦 干拓地　景観植物植栽

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 国営造成施設管理体制整備促進事業費

決算事項別明細書 P131

予 算 額 3,352,000 円
目
的

営農者の維持管理費の負担軽減を図り営農
意欲を高める。

決 算 額 3,352,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 2,505,000 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

847,000 円

　補助事業を活用し、中海干拓地安来工区で設置された基幹施設（排水機場等）の維持管理費の負担軽減を図っ
た。

3,352,000 円

0.3人役 2,313,900 円 総事業費　　A+B 5,665,900 円

0 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

【事業内容】

人件費コスト  B
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A

　宇賀荘第三地区・吉田地区のほ場整備計画に伴う地形図作成、掛岩水門の基本設計並びに環境調査を行った。

　中山間地域総合整備事業の基本計画策定を行った。

　下坂田揚水機の電磁弁改良工事　御茶屋川水門改良工事　外５箇所

　　　●測量設計調査委託料

　・宇賀荘第三地区　測量

　・吉田地区　測量

　・掛岩水門　基本計画策定、環境調査

　・中山間地域総合整備事業基本計画策定

　　　●工事費

電磁弁改良工事 御茶屋川水門改良工事　親子ｹﾞｰﾄ水密ｺﾞﾑ取替

城谷排水路防護柵設置工事 遠藤川排水ﾎｰｽ設置工事

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 土地改良事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 21,758,760 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 22,270,000 円
目
的

農業用施設の整備により施設管理の省力化
と生産性の向上を図る。

決 算 額 21,758,760 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.7人役 5,399,100 円 総事業費　　A+B 27,157,860 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

【事業内容】

3,387,960 円

3,996,000 円

18,763,920 円

6,951,960 円

4,428,000 円

2,994,840 円

21,758,760 円
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A

　樋門管理手数料、電気代等の維持管理費並びに施設管理委託料

　　　●維持管理費

　　　●施設管理委託料

鵜川排水路　堆積土撤去

飯梨水門修繕 西谷水路修繕

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 飯梨川沿岸水路整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P131

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 2,723,935 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 2,739,000 円
目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により安
定的な用水の供給を図る。

決 算 額 2,723,935 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.5人役 3,856,500 円 総事業費　　A+B 6,580,435 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

【事業内容】

720,845 円

2,723,935 円

2,003,090 円
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大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 下水道課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（農業集落排水事業）

決算事項別明細書 P133

予 算 額 325,566,000 円
目
的

特別会計繰出金費（農業集落排水事業）

決 算 額 322,966,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

322,966,000 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 322,966,000 円

0 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（簡易排水事業） 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 下水道課

特別会計繰出金費（農業集落排水事業）

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 4,620,000 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 5,020,000 円
目
的

特別会計繰出金費（簡易排水事業）

決 算 額 4,620,000 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 4,620,000 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

特別会計繰出金費（簡易排水事業）

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事業） 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 下水道課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 6,487,000 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 7,287,000 円
目
的

特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事
業）

決 算 額 6,487,000 円

財
源
内
訳

特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事業）

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 6,487,000 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引
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　伯太川沿岸の農業水利施設（水路、頭首工、樋門、ため池等）の修繕、維持管理を行った。

　　　●維持管理費

月坂水門修繕

清井水路　土砂撤去

差引

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 伯太川沿岸水路整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 677,022 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 695,000 円
目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により安
定的な用水の供給を図る。

決 算 額 677,022 円

財
源
内
訳

そ　の　他 0 円 目標値 実績値

人件費コスト  B 0.2人役 1,542,600 円 総事業費　　A+B 2,219,622 円

677,022 円

【事業内容】
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　　農業が本来有する自然循環機能を持続・増進させるため、地域の農業者だけでなく、地域住民も

　含めた多様な主体の参画を得て、資源の適切な保全管理を行うとともに、農村環境の保全等にも役

　立つ地域共同の効果の高い取り組みを促進し、共同作業を通して地域コミュニティー力の向上につ

　なげる。

　　平成26年度より現行の制度よりさらに農業・農村の多面的機能の発揮のための活動を支援するため、新たに

　「多面的機能支払」が創設された。現行の制度は新制度へ移行された。

　●農村環境保全向上活動支援事業負担金

　●需要・役務費・使用料

　●負担割合 ●現行制度の実施状況(Ｈ26年度末現在)

　国：1/2、県：1/4、市：1/4 　農地維持支払交付金：80組織(1,980ha)

　資源向上支払交付金（共同）：56組織(1,690ha)

　資源向上支払交付金（長寿命化）：56組織(1,335ha)

共同活動　水路の草刈・泥上げ 共同活動　水路の敷設

　環境保全　岩魚の稚魚放流

　景観形成　施設の植栽 長寿命化　ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農村環境保全向上活動支援事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 農業費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 36,286,973 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 36,292,000 円
目
的

農地・農業用施設、農村環境の保全と質的
向上を目的に、農業者を中心とした農地・
水保全管理活動の推進を図る。決 算 額 36,286,973 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 1.5人役 11,569,500 円 総事業費　　A+B 47,856,473 円

【事業内容】

35,612,973 円

674,000 円

36,286,973 円
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立木補償ほか

・樹木粉砕機械活用、十神山維持管理費、各種協議会負担金ほか

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 5,196,000 円
目
的

林内路網の整備、林業就労作業員の確保を
図るほか、荒廃する竹林の整備を図るため
樹木粉砕機械の活用など、森林整備を推進
し林業の振興を図る。

決 算 額 5,170,959 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 林業振興費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 林業費

人件費コスト  B 0.3人役 2,316,300 円 総事業費　　A+B 7,487,259 円

そ　の　他 266,601 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 3,000,000 円

成果
指標

一 般 財 源 1,904,358 円

【作業道修繕事業】 788,400円 0円 0円 0円 788,400円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

広瀬町西比田　シトミ線　　除草工1,000㎡、土工30㎥、排水工２箇所

広瀬町下山佐　大谷線　　　除草工2,000㎡

広瀬町宇波　　将軍谷線　　除草工1,600㎡、土工16㎥、排水工３箇所

広瀬町梶福留　庵ノ上線　　除草工1,000㎡、土工30㎥、排水工１箇所

（広瀬町梶福留　庵ノ上線） （広瀬町宇波　将軍谷線）

【みどりの担い手確保緊急対策事業】 3,000,000円 0円 3,000,000円 0円 0円

  高齢化、減少化が進む林業労働者の確保のため、作業員就労条件整備事業、新規参入促進対策事業等
メニューにあわせ、補助金を交付する。

【その他事業】 1,382,559円 0円 0円 266,601円 1,115,958円
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諸収入

切捨間伐　33.83 ha 実施地区：上吉田町、矢田町、広瀬町宇波、広瀬町布部、伯太町安田宮内

搬出間伐　23.55 ha

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 12,450,000 円
目
的

公社分収造林地における適切な保育管理に
よって、価値の高い森林の造成と森林の持
つ多面的、公益的機能の高度発揮を図る。決 算 額 12,441,600 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 造林整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 林業費

人件費コスト  B 0.3人役 2,313,900 円 総事業費　　A+B 14,755,500 円

そ　の　他 12,277,329 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 164,271 円

　島根県林業公社より委託を受けて公社造林地の間伐等を行った。

【事業内容】

（切捨間伐の状況） (搬出された木材）

実施地区：伯太町東母里、伯太町上小竹
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県

負担金外

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 17,786,000 円
目
的

市行造林地における適切な保育管理によっ
て、価値の高い森林の造成と森林の持つ多
面的、公益的機能の高度発揮を図る。決 算 額 17,614,934 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 市行造林費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 林業費

人件費コスト  B 0.3人役 2,313,900 円 総事業費　　A+B 19,928,834 円

【事業内容】

差引

一 般 財 源 2,955,350 円

国・県支出金 12,359,090 円

地　方　債 0 円

成果
指標

そ　の　他 2,300,494 円 目標値 実績値

①市行造林事業
　除伐   8.30ha  　実施地区：広瀬町菅原、広瀬町上山佐
　測量  11.40ha　  実施地区：広瀬町上山佐
　間伐   6.60ha　　実施地区：広瀬町奥田原
　枝打  18.07ha    実施地区：広瀬町宇波、広瀬町富田、広瀬町上山佐、広瀬町菅原、上吉田

②森林整備協定事業及び斐伊川流域荒廃林等再生整備事業
　１）森林整備協定事業
　　　下刈　13.82ha 　実施地区：広瀬町西比田、広瀬町西谷、広瀬町東比田
　２）斐伊川流域荒廃林等再生整備事業
　　　下刈　7.14ha  　実施地区：伯太町下十年畑、伯太町下小竹、伯太町須山福冨
　　　新植　2.92ha  　実施地区：広瀬町西比田、広瀬町東比田

　植林や下刈、枝打等の保育を進めるとともに、間伐材の搬出を行った。

（除伐の様子） （搬出の様子）
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県

P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業

決算事項別明細書

予 算 額 4,140,000 円
目
的

小規模分散している森林をとりまとめて一
体的な施業を行うために必要な地域活動を
支援し、効率的な林業生産活動につなげ
る。

決 算 額 4,140,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 3,105,000 円

地　方　債

森林整備地域活動支援事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成26年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

1,035,000 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,542,600 円 総事業費　　A+B 5,682,600 円

0 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

　伯太町安田宮内、峠之内の山林約90haにおいて、施業の集約に必要な森林境界の確認、林況調査、間伐同意の取
り付け等を行った。

【事業内容】

（境界確認の様子） （林況調査の様子）
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使用料

　林道維持により林業施設としての機能維持と、集落間を結ぶ集落道としての利便性向上を図った。

　●労務賃金

　●委託料

林道高木森木線除草委託

林道廻谷中谷線除草委託

平成26年度 林業費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林整備課

人件費コスト  B 0.1人役 771,300 円 総事業費　　A+B 1,586,340 円

そ　の　他 7,450 円 目標値 実績値 差引

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 807,590 円

財
源
内
訳

【事業内容】

635,040 円

815,040 円

180,000 円

国・県支出金 0 円

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 820,000 円
目
的

幹線林道の維持管理を図る。

決 算 額 815,040 円

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 林道維持費 農林水産業費

事業開始年度
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●養殖事業の取り組み状況

Ｈ15

Ｈ16

Ｈ17

Ｈ18

Ｈ19

Ｈ20

Ｈ21

Ｈ22

Ｈ23

Ｈ24

Ｈ25

Ｈ26

●養殖技術改善

●生産組織強化

年度
（人） （㎡） （万匹） （㎏） （㎏）

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 どじょう振興費

決算事項別明細書 P137

予 算 額 12,883,000 円
目
的

ドジョウの生産・出荷・販売体制の確立に
より、地域ブランドとしての「やすぎど
じょう」の産地づくりを推進する。決 算 額 12,745,195 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

商工費

事業開始年度 平成15年度 商工費

事業進捗度 － 特産品振興費

4,945,195 円

人件費コスト  B 0.1人役 771,300 円 総事業費　　A+B 13,516,495 円

過疎 7,800,000 円

成果
指標

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

【　事業名称　】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

「どじょうすくい踊り」で全国的に有名な安来節の発祥地「安来市」。この全国区の知名度の地域資源を生か
し、他地域にはできない新たな特産物を産出し、地域活性化を推進するためにドジョウの養殖に取り組む。
ドジョウ養殖は多くの波及効果と新たな情報発信とともに、遊休農地の有効利用の観点からも優位な特産物とし
て評価できる。

生産者 養殖池総面積 放流稚魚数 生産数量 販売数量

【その他振興事業】 4,934,294円 0円 0円 0円 4,934,294円

　ブランドとしての「やすぎどじょう」の生産拡大には、ドジョウ養殖新規参入者の獲得及び養殖池拡大が
必要で、また良質なドジョウ生産は積極的な給餌管理が必要なために多くの経費を必要とする。こうしたド
ジョウ養殖経営を支援するために助成事業を展開し、将来にわたって良質なドジョウの安定出荷体制を確立
する。

【どじょう振興事業補助金】 7,810,901円 0円 7,800,000円 0円 10,901円

27 32,800 272 1,864 1,381

16 30,200 506 903 672

21 41,000 125 576 371

33 44,400 255 3,304 3,285

32 41,100 251 3,096 2,735

31 36,000 345 2,433 1,891

35 54,000 334 4,563 3,388

35 50,900 304 4,758 4,099

33 48,600 218 4,862 4,224

38 53,122 310 3,362 2,820

39 49,467 280 3,747 3,903

39 55,415 287 4,167 3,521

　ドジョウ研究所主要施設を効率的に活用することによって、優良稚魚を確実に生産し、また幼魚の年間
確保を行い、一定基準まで到達したドジョウ養殖技術を更に高度なものとして定着させる。

　ドジョウ生産者及び生産組織の経営改善によりドジョウ生産体制を整備し、併せて高品位ドジョウの生
産によって、「やすぎどじょう」の地域ブランドを安定して産出する。

どじょうのホルモン注射 →

← 先進地視察
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県10/10

東京安来会、近畿安来会を開催し、会員の親睦と安来市活性化のための協力を依頼した。

東京安来会　Ｈ26.5.31（土）開催　　参加者　101人

近畿安来会　Ｈ27.2.21（土）開催　　参加者　78人

・飯田水路改修工事････4,068,360円

港湾等の街路灯の維持管理を行った。

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 商工総務費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 4,068,360 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 2,577,560 円

事業進捗度 － 商工総務費

予 算 額 7,025,000 円
目
的

関東・近畿在住の安来出身者の親睦を図
る。公共交通機関の利用促進を図る。

決 算 額 6,645,920 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 0.4人役 3,085,200 円 総事業費　　A+B 9,731,120 円

総会出席者数 200 179 △ 21

成果指標 目標値 実績値 差引

【ふるさと会事業】 880,795円 0円 0円 0円 880,795円

【その他事業】 442,965円 0円 0円 0円 442,965円

【電源立地地域対策交付金事業】 4,068,360円 4,068,360円 0円 0円 0円

1,253,800円 0円 0円 0円 1,253,800円

海上保安協会、島根県中小企業団体中央会、境港貿易振興会、山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村
会議、島根県鉄道整備連絡調整協議会、中国横断新幹線整備促進、発電関係市町村協議会、日本商工
会議所青年部中国大会に参画し各事業の促進を図った。
※うち1,000,000円は日本商工会議所青年部中国大会に対する負担金。

【各種団体負担金事業】

近畿安来会東京安来会
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県

○より良い消費生活のための集い[基調講演] ○消費生活カレンダー

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 消費者行政推進費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

決算事項別明細書 P133

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 市民相談室

そ　の　他 284,029 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 3,672,000 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 1,018,562 円

事業進捗度 － 商工総務費

予 算 額 5,206,000 円
目
的

消費者を取り巻く諸問題に取り組み、消費
者行政を推進していくため、消費者被害の
防止、消費生活に関する相談体制を強化
し、消費者行政活性化を図る。

決 算 額 4,974,591 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・件支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 1.0人役 7,713,000 円 総事業費　　A+B 12,687,591 円

消費者行政担当者のレベルアップを図るための研修旅費。消費生活相談員専門コース（相模原市・名古屋
市・神戸市）などに参加した。

・参考図書等
・住民向け情報紙（６回）印刷
・消費生活カレンダー配布（独居高齢者世帯）

【消費生活相談員等レベルアップ事業】 157,170円 117,000円 0円 0円

【消費生活センター機能強化事業】 1,569,048円 1,569,000円 0円 0円 48円

[講演会・研修会]講師謝金、会場使用料、チラシ印刷費、ポスター印刷費
[消費者教育]第１回消費者行政審議会開催
・相談員報酬、社会保険料（雇用主負担分）

【消費生活相談体制整備事業】 2,131,933円 1,065,000円 0円 284,029円 782,904円

【消費者問題解決力強化事業】 946,440円 921,000円 0円 0円 25,440円

40,170円

・相談員報酬、社会保険料（雇用主負担分）

【消費者行政推進委託事業】 170,000円 0円 0円 0円 170,000円

・視察研修（松江市宍道町視察）、松江市中間処理施設で資源ゴミリサイクル研修。
・物価動向調査実施（安来・広瀬）
・第６回「より良い消費生活のための集い」開催。十神交流センターとコラボ事業により「防犯講座」を実
施。
・独自で研修会実施　など
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県1/2

基金外

「ハガネの街、安来」のＰＲ及び中心市街地活性化を図った。

そ　の　他 4,007,359 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 111,000 円

地　方　債 過疎 23,200,000 円

成果
指標

一 般 財 源 64,996,908 円

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 商工業振興費

予 算 額 92,734,000 円
目
的

市内製造業の設備投資、雇用拡大を支援す
る。中小企業の経営改善、革新の取組みを
支援する。ハガネの街、安来のPR。決 算 額 92,315,267 円

財
源
内
訳

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 商工業振興費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 0.8人役 6,170,400 円 総事業費　　A+B 98,485,667 円

30,400,000円

　改正企業立地促進条例に基づき、企業が投資した投下固定資本総額の10％相当額や、新規雇用従業員数、
空き工場等の家賃に係る経費を奨励金として交付することにより、企業の設備投資及び雇用増大を支援し
た。

企業立地促進条例に基づき、企業が投資した投下固定資本に係る固定資産税を奨励金として交付することに
より、企業の設備投資及び雇用増大を支援した。

【企業立地雇用促進奨励金事業】 30,400,000円 0円 0円 0円

【企業立地促進奨励金事業】 9,878,595円 0円 0円 0円 9,878,595円

　市内の特殊鋼関連産業をはじめとする「ものづくり企業」における新製品、新技術等の開発や取引
拡大に向けた取組みを支援し、地域経済の健全な発展と雇用の促進を図った。

成果指標 目標値 実績値 差引

件数 8 4 △ 4

【ものづくり企業技術開発等支援事業】 20,000,000円 0円 0円 4,000,000円 16,000,000円

成果指標 目標値 実績値 差引

奨励金交付件数 1 2 1

成果指標 目標値 実績値 差引

来場者数（人） 30,000 24,200 △ 5,800

　安来市の今後の産業振興と企業誘致の推進を図るため、新たな工業団地の開発適地の選定を目的
とした調査を実施した。

【やすぎ刃物まつり事業】 7,019,131円 0円 5,300,000円 7,359円 1,711,772円

【工業団地適地選定調査事業】 918,000円 0円 0円 0円 918,000円

【テクノグループ補助金事業】 340,000円 0円 0円 0円 340,000円

　異業種団体であるテクノグループに補助金を交付し、企業の活性化及び販路開拓等のほか、安来市及び近
隣市の高等学校・高等専門学校との連携事業等の支援を行った。

会場風景 アウトドアナイフショー
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諸収入

中小企業が設備投資等による融資を受ける際の保証料の補給等を行った。

中小企業の設備投資等の際、資金調達が容易となるように金融機関に資金を預託した。

成果指標 目標値 実績値 差引

相談件数（件） 4,000 3,429 △ 571

今後の中海・宍道湖・大山圏域の産業振興を図るため、圏域内企業を対象とし、圏域外のバイヤー等を招い
てのビジネスマッチング商談会を境港市で開催した。

【商工会議所等補助金事業】 17,900,000円 0円 17,900,000円 0円 0円

866,887円 0円 0円 0円 866,887円

【太陽とみどりの里用地分譲事業】 1,006,029円 0円 0円 0円 1,006,029円

成果指標 目標値 実績値 差引

支援件数（件） 5 1 △ 4

【商業再生支援事業】 222,000円 111,000円 0円 0円 111,000円

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中小企業金融対策費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

【その他事業】 3,764,625円 0円 0円 0円 3,764,625円

そ　の　他 96,800,000 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 5,836,416 円

事業進捗度 － 商工業振興費

予 算 額 102,637,000 円
目
的

中小企業の設備投資等の支援を行う。

決 算 額 102,636,416 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 0.3人役 2,313,900 円 総事業費　　A+B 104,950,316 円

成果指標 目標値 実績値 差引

保証料補給件数（件） 20 27 7

【商工業振興補給金事業等】 5,836,416円 0円 0円 0円 5,836,416円

【中小企業金融対策事業】 96,800,000円 0円 0円 96,800,000円 0円

　太陽とみどりの里用地について安来市土地開発公社が分譲事務を行うにあたりその事務費及び事業資金の
貸付利息を負担した。

【中海・宍道湖・大山圏域ものづくり連携事業】

開会式風景 会場風景 商談会風景
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中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 中心市街地活性化事業費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

年間利用者数（人）

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 5,000,000 円

成果
指標

一 般 財 源 5,094,766 円

事業進捗度 － 商工業振興費

予 算 額 10,138,000 円
目
的

やすぎ懐古館一風亭を拠点に中心市街地の
活性化を図る。

決 算 額 10,094,766 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

28,000 26,017 △ 1,983

人件費コスト  B 0.5人役 3,856,500 円 総事業費　　A+B 13,951,266 円

やすぎ懐古館一風亭を有限会社やすぎ千軒に指定管理委託し、中心市街地の活性化を図った。

【指定管理事業】 4,664,960円 0円 0円 0円 4,664,960円

まちづくりを計画・実行していく人材を育成する人材育成事業、新たな賑わいを創出する賑わい創出事業を
実施した。

【中心市街地活性化事業】 5,429,806円 0円 5,000,000円 0円 429,806円

灯りイベント 「仲秋の名月」第9回定時社員総会

人材育成事業 中心市街地活性化講演会 賑わい創出事業 青年四団体連携事業（安来うまうま祭）
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決算事項別明細書 P135

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 商工業振興費

予 算 額 26,242,000 円
目
的

地域雇用の拡大、域外マネーの獲得、市内
循環型経済へのシフト、Ｕ・Ｉターンの推
進、企業誘致の促進などにより地域産業の
活性化を図る。

決 算 額 13,889,710 円

財
源
内
訳

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 産業活性化センター事業費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

人件費コスト  B 2.5人役 19,282,500 円 総事業費　　A+B 33,172,210 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 13,400,000 円

成果
指標

一 般 財 源 489,710 円

【産業サポートネットやすぎ事業】 9,859,740円 0円 9,800,000円 0円 59,740円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

成果指標 目標値 実績値 差引

　相談件数（件） 40 35 △ 5

産業サポートネットやすぎの「安来市経済活性化事業支援プログラム（やすぎ夢追人支援事業）」により２
件の支援を実施し、域外マネーの獲得、地域雇用の拡大及び定住促進を図った。また新規事業として新商品
新技術開発支援事業を始め４事業を開始し、計１２件を支援した。また、販路拡大の支援の一環として、展
示会・商談会出展促進プログラムで１１件を助成、その他アドバイザー派遣、セミナー開催の支援を実施し
た。

　直接支援事業（人材育成支援事業）（件） 3 4 1

　直接支援事業（新商品新技術開発支援事業）（件） 2 4 2

　直接支援事業（セミナー開催支援事業）（件） 3 2 △ 1

　直接支援事業（展示会・商談会出展促進プログラム）（件） 5 11 6

　直接支援事業（安来市経済活性化事業支援プログラム）（件） 3 2 △ 1

　直接支援事業（サポートアドバイザー派遣事業）（件） 15 10 △ 5

【商工業振興事業】 3,600,000円 0円 3,600,000円 0円 0円

　直接支援事業（パッケージデザイン作成支援事業）（件） 2 3 1

　直接支援事業（知的財産権取得支援事業）（件） 2 1 △ 1

島根県企業誘致対策協議会をベースに、県と一体となり企業誘致活動及び誘致企業への訪問などのフォロー
アップを実施した。島根県産業支援人材育成事業に参加した。

【企業誘致・産業振興事業】 429,970円 0円 0円 0円 429,970円

「ヤスキハガネ」の生産管理、製造管理の専門家による、中小企業の販路拡大、製造技術高度化への支援を
行った。

やすぎ観光みかん園 キャラクターハンガー
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【事業内容】

　新町駐車場、東小路駐車場、安来駅前自転車駐車場及び荒島駅前自転車駐車場の維持管理を実施した。

新町駐車場   東小路駐車場

安来駅前自転車駐車場    荒島駅前自転車駐車場

決算事項別明細書 P137

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 商工業施設管理費

予 算 額 8,603,000 円
目
的

近隣住民、事業者、商店街利用者及び安来
駅・荒島駅利用者の利便性の向上を図る。

決 算 額 8,545,540 円

財
源
内
訳

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 駐車場管理費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

人件費コスト  B 0.3人役 2,313,900 円 総事業費　　A+B 10,859,440 円

そ　の　他 6,701,390 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 1,844,150 円
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県1/2

使用料

【イエローバス運行事業】

　　平成12年4月より民間の事業者の撤退を受け、一部事務組合方式で運営する広域生活バス（通称：ｲｴﾛｰﾊﾞｽ）

　の運行を開始し、平成16年の市町村合併後は新市で運行を引き継いでいる。

　　運転業務については当初より全面委託しており、民間事業者撤退時より便数・運行エリアとも拡大し、きめ

　細かな路線・ダイヤを編成し、地域住民の利便性の向上を図った。

　　市民の移動手段の確保と充実のため小型車輌１台を購入した。

　　利用者の利便性を確保するため、バス停を市内２箇所（安田地区未明・広瀬地区永田分かれ）に設置した。

　　・運行路線 15路線　　55系統 ・乗車人数 人

　　・委託先　 大新東株式会社 ・委託料 円

【代替バス運送事業】

　　合併以前より旧広瀬町が仁多交通（現　奥出雲交通）に西比田地区から三成地区までのバス運行を委託して

　いたものを新市になっても引き継いで委託している。西比田地区は奥出雲町の経済圏域にもなっており、同地

　区住民の生活の利便性の向上に努めている。

　　なお、運行欠損金を奥出雲町との距離按分により支払っている。 利用実績数 1,119人

【南部町バス運行負担金】

　　平成17年度より、南部町の運行する路線バスの1系統が須山地区に乗り入れを行い、その経費の一部を負担

　している。 利用実績数 55人

中事業 商工業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 バス事業費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

決算事項別明細書 P141

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 市民参画課

国・県支出金 20,281,022 円

地　方　債 過疎・辺地 4,900,000 円

成果
指標

一 般 財 源 164,400,400 円

事業進捗度 － バス事業費

予 算 額 254,854,000 円
目
的

地域住民の交通手段の確保を図る。地域内
の人的交流を促進する。

決 算 額 237,487,780 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

人件費コスト  B 2.5人役 19,282,500 円 総事業費　　A+B 256,770,280 円

そ　の　他 47,906,358 円 目標値 実績値 差引

　　高齢者向けのバスの乗り方教室を初めて開催し、高齢者の方の利用促進を図った。

230,692,887円 17,841,022円 4,900,000円 47,906,358円 160,045,507円

366,996

163,531,558

1,760,293円 0円 0円 0円 1,760,293円

高齢者向けバスの乗り方教室(ふれあいプラザ) 　　　　　永田分かれバス停

153,000円 0円 0円 0円 153,000円
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【生活交通ネットワーク再編事業】

　　宇波地区の課題解決にむけて、地元で「うなみの里創生プロジェクト」を立ち上げ、交通空白地域の解消

　と生活サポートのためのしくみづくりについて検討を行った。そして、営利を目的としない「自治会輸送

　活動」の運行にむけた社会実験を行った。また外部団体との連携による買い物支援(JAﾔｽｸﾙ・生協しまね）を

　実施した。

・委託先 株式会社バイタルリード

うなみの里創生プロジェクト会議の様子 宇波地区　自治会輸送活動社会実験の様子

※翌年度繰越額 9,000,000円

2,441,600円4,881,600円 2,440,000円 0円 0円
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A

基金外

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光総務費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

決算事項別明細書 P137

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

観光客入込数（人）

そ　の　他 12,014,526 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 15,460,430 円

事業進捗度 － 観光費

予 算 額 27,897,000 円
目
的

観光客の誘致並びにこれに伴う市内の地域
振興を図る。

決 算 額 27,474,956 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

1,500,000 1,375,391 △ 124,609

人件費コスト  B 0.7人役 5,399,100 円 総事業費　　A+B 32,874,056 円

　市内観光地・名勝･旧跡等（要害山公園・鷹入りの滝・川中島公園他）の維持管理を行った。

【観光情報発信事業】 3,517,551円 0円 0円 13,266円 3,504,285円

【市内観光地清掃・維持管理業務】 7,507,405円 0円 0円 1,260円 7,506,145円

【広域観光事業】 16,450,000円 0円 0円 12,000,000円 4,450,000円

　観光パンフレットの作成や既存パンフレットを増刷し、各種イベントや市内外で開催した観光キャンペーン等に
より積極的にPRを行った。

　島根県観光連盟、神話の国縁結び観光協会、たたら侍支援自治体連絡会、２１世紀出雲空港整備利用促進協議会
をはじめ、他自治体や民間企業などを構成団体とする各協議会（計９団体）に加盟し、市町や県域の枠組みを越
え、お互いに連携を図り効果的に観光事業を推進した。

映画「たたら侍」キックオフ（出雲大社） 島根ふるさとフェア
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A

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光振興費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

決算事項別明細書 P137

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

観光入込み客数（人）

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 44,900,000 円

成果
指標

一 般 財 源 24,081,280 円

事業進捗度 － 観光費

予 算 額 78,282,000 円
目
的

市内観光資源の整備・拡充を図り市外・県
外からの観光客への対応力を培っていく。
あわせて、観光キャンペーンにより入込客
の増加を図る。

決 算 額 68,981,280 円

財
源
内
訳

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

1,500,000 1,375,391 △ 124,609

人件費コスト  B 2.5人役 19,282,500 円 総事業費　　A+B 88,263,780 円

安来市の観光情報を効果的に発信すべく観光キャンペーン事業を安来市観光協会へ委託した。

施設への観光客誘導のための看板広告及び新聞、雑誌、圏域観光マップ等への広告掲載を行った。

【観光キャンペーン委託事業】 15,120,000円 0円 15,100,000円 20,000円

【観光情報発信事業】 1,581,280円 0円 0円 1,581,280円

安来節演芸館で、市民を対象とし市民無料イベントの開催や夜間ホールの利用促進等の企画運営を指定管理
者である大新東株式会社へ委託した。

【市民感謝デー開催委託事業】 3,780,000円 0円 3,700,000円 0円 80,000円

安来・奥出雲連携ドライブマップ 街歩き観光アプリ（どげなび）

月山戦国ロマンウォーク

市民感謝イベント（安来節と神楽） 市民感謝イベント（サ・エンターテイメント）
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【王将戦誘致事業】

　　　

花火大会 安来港ステージイベント 安来節踊り

「第６４期王将戦第２局」を誘致開催を王将戦安来市開催実行委員会に委託し、将棋を通じて情報発信及び
地域間、世代間交流を図った。

【観光協会補助事業】 37,100,000円 0円 19,100,000円 18,000,000円

4,400,000円 0円 0円 0円 4,400,000円

　月の輪まつり振興会の行う花火大会、安来節踊りなどの各種行事に対し補助金を交付し、地域の活性化と
安来節の普及を図った。また、合併１０周年記念事業として市内の小学生を対象とした「花火デザインコン
テスト」を企画し、オープニングで打ち上げを実施した。

成果指標 目標値 実績値 差引

来場者数（人） 60,000 54,000 △ 6,000

観光に係わる地域振興及び観光プランの事業運営費として安来市観光協会に補助を行った。

　観光振興事業
　（サイクリングロードマップ）

観光プラン推進事業
（体験プログラム）

　観光プラン推進事業
　（じゃらん安来版）

【月の輪まつり振興会補助事業】 7,000,000円 0円 7,000,000円 0円 0円

対局会場（さぎの湯荘） 大盤解説会場（安来節演芸館）
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諸収入外

　　 　各種イベントにおいて安来節の出演等によりＰＲを行った。

　 　市内の各交流センターで安来節教室の開催や学校等へ講師派遣を行い、安来節の普及と振興を図った。

　 　指定管理者に安来節演芸館の管理運営を委託し、安来節の普及宣伝及び市民交流を図った。

　

決算事項別明細書 P137

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 観光費

予 算 額 35,411,000 円
目
的

安来節演芸館を核とした観光客へのＰＲと
各種イベントや宣伝普及事業により安来節
の振興を行う。決 算 額 35,219,511 円

財
源
内
訳

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 安来節振興費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

3,800 3,600 △ 200

人件費コスト  B 0.5人役 3,856,500 円 総事業費　　A+B 39,076,011 円

安来節保存会会員数（人）

そ　の　他 294,415 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 6,700,000 円

成果
指標

一 般 財 源 28,225,096 円

【安来節普及宣伝事業】 185,511円 0円 0円 0円 185,511円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【安来節演芸館指定管理委託料】 27,000,000円 0円 0円 294,415円 26,705,585円

【安来節教室開催事業】 1,334,000円 0円 0円 1,334,000円

　安来節保存会の行う安来節の普及宣伝並びに安来節若手グループ等への支援、振興事業（唄い始め会、安
来節全国優勝大会等）に対し、補助を行った。また、合併１０周年記念事業として市内３会場（安来･広
瀬・伯太）で安来節公演を実施した。

　家元に年間を通じて安来節の講演、上演、各種大会・イベント等に参加してもらい、安来節の普及・振
興・宣伝を図った。

【安来節保存会補助事業】 5,500,000円 0円 5,500,000円 0円 0円

【安来節普及宣伝委託事業】 1,200,000円 0円 1,200,000円 0円 0円

やすぎ・アート・アカデミー

安来節全国優勝大会 唄い初め会

やすぎ・アート・アカデミー

安来節全国優勝大会 唄い初め会

安来節演芸館公演風景
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A

499,500円 月山公園内の８０本の桜樹を病害や伝染病から防ぐための消毒用務

571,969円 県立自然公園内における光熱水費及び維持のための修繕料

その他 581,668円 自然公園内の整備にかかわる労務賃金ほか

決算事項別明細書 P139

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 観光施設管理費

予 算 額 1,710,000 円
目
的

清水月山県立自然公園内にあるさぎの湯公
園・清水公園の管理を行うことによって、
自然の保護および公園利用の増進を図る。決 算 額 1,653,137 円

財
源
内
訳

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 県立自然公園管理費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

－ － －

人件費コスト  B 0.1人役 771,300 円 総事業費　　A+B 2,424,437 円

そ　の　他 0 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 1,653,137 円

委託料

需用費

【事業内容】

　月山周辺や清水公園には、桜や紅葉の時期に特に観光客が多く訪れる。
　利用者の多い花見の時期に向けた桜樹の管理および花見期間の公園内清掃、また一年を通じたトイレの清掃管
理、清水寺山内トイレのリニューアルにより、利用客の快適性を維持し公園の美観およびイメージアップを図っ
た。
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使用料外

　　●泉源及びポンプ管理

　 （さぎの湯温泉）泉源用深井戸水中ポンプ取替工事他　 　　　　　　　　

　　●温泉施設管理

　

　　●その他一般管理

・光熱水費他

商工費

決算事項別明細書 P139

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

人件費コスト  B 0.5人役 3,856,500 円 総事業費　　A+B 20,806,179 円

そ　の　他 9,884,210 円 目標値 実績値 差引

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 7,065,469 円

【事業内容】

財
源
内
訳

（広瀬温泉）泉源用深井戸水中ポンプ取替工事他

4,412,387円

5,659,200円

　観光誘客の要となる市内の3つの温泉（さぎの湯温泉・広瀬温泉・比田温泉）の管理を行い、温泉施設の充実を図
ることで観光地としてのイメージアップを図った。

－ 観光施設管理費

予 算 額 17,158,000 円
目
的

温泉の存在は観光客にとって、大きな魅力
となっており、その活用は観光客誘致の要
であるため、温泉施設の整備により観光地
としての価値を高める。

決 算 額 16,949,679 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 温泉施設管理費 商工費

事業開始年度 平成26年度

（富田山荘）浄化槽制御盤修繕工事他　

6,878,092円

（湯田山荘）ガス給湯器取替工事他　　    

（憩いの家）浴室修繕工事他

国・県支出金 0 円

事業進捗度
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使用料外

【上の台緑の村管理事業】
　
　

施設修繕他　　　　

0 円

成果
指標

利用者数（人）

そ　の　他 26,471 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

予 算 額 11,677,000 円
目
的

人的交流の促進並びに観光客誘致によって
観光振興、地域活性化を図る。

決 算 額 11,673,954 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

11,647,483 円 10,000 11,095 1,095

　「上の台緑の村管理組合」を指定管理者として管理運営を委託し、施設および景観の維持管理及び誘客に
よる観光振興、地域活性化を図った。

9,258,000円 0円 0円 26,471円 9,231,529円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

【上の台緑の村施設整備】 2,415,954円 0円 0円 0円 2,415,954円

－

人件費コスト  B 0.2人役 1,542,600 円 総事業費　　A+B 13,216,554 円

商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

事業進捗度 観光施設管理費

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 上の台緑の村管理費

決算事項別明細書 P139

コテージ 上の台綿羊
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使用料

決算事項別明細書 P139

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 観光施設管理費

1,260 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 1,523,212 円

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 野だたらと椿の里管理費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

　鉄の道文化圏リーディングプロジェクトにより整備した白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖畔「野だたらと椿の
里」の利用促進を図った。
　・「白椿ハウス」の管理運営を行い、あわせて観光案内所として来訪者への案内や情報提供を行った。
　・「ふれあいの森」の維持管理を行った。
　・野だたらと椿の里広場管理運営業務委託料　634,423円
　・布部ダムふれあいの森管理委託料　　　　　210,600円
　・その他施設管理費　　　　　　　　　　　　387,849円

予 算 額 1,553,000 円
目
的

白椿ハウスを拠点とした布部ダム湖畔「野
だたらと椿の里」の利用促進を図る。

決 算 額 1,524,472 円

財
源
内
訳

人件費コスト  B 0.1人役 771,300 円 総事業費　　A+B 2,295,772 円

そ　の　他

【事業内容】

ふれあいの森 白椿ハウスふれあいの森 白椿ハウス
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決算事項別明細書 P139

商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

1,755,584 円 3,000 3,567 567

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 山佐ダム体験交流施設管理費

人件費コスト  B 0.1人役 771,300 円 総事業費　　A+B 2,543,880 円

0 円

成果
指標

利用者数（人）

そ　の　他 16,996 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

予 算 額 1,848,000 円
目
的

体験交流型レクリエーション施設として利
用の促進を図る。

決 算 額 1,772,580 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

　・施設修繕工事他

　指定管理者であるNPO法人やまびこに管理運営を委託し、山佐ダムの水を生活用水・工業用水として利用
している流域住民との交流を深め、ダムの持つ重要な役割を理解してもらうとともに、ダムの自然美をPR
し、体験交流施設の利用の促進を図った。

【事業内容】

山佐ダム体験交流施設 きのこ狩りのつどい
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絣センター全景 絣制作風景

　　絣製品

決算事項別明細書 P139

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 観光施設管理費

予 算 額 9,665,000 円
目
的

地域の歴史や伝統を体感できる「体験型観
光」の振興を図る。

決 算 額 9,385,149 円

財
源
内
訳

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 絣センター運営費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

23,000 23,474 474

人件費コスト  B 0.3人役 2,313,900 円 総事業費　　A+B 11,699,049 円

来館者数(人）

そ　の　他 4,131,315 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源 5,253,834 円

【事業内容】

　　観光ルートの核となる施設の一つとして広瀬絣センターの管理運営を行った。
　・市の特産品及び伝統工芸品の展示販売。
　・観光案内、県指定無形文化財の広瀬絣の制作説明、藍染の体験指導等。
　・広瀬絣制作技術の保存と伝習。
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使用料他

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 観光交流プラザ管理費

決算事項別明細書 P139

予 算 額 19,822,000 円
目
的

集客により人々が集い、憩い、交流するこ
とによる地域活力向上を図る。

決 算 額 19,635,154 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

事業進捗度 － 観光施設管理費

16,455,653 円 50,000 56,419 370

人件費コスト  B 1.0人役 7,713,000 円 総事業費　　A+B 27,348,154 円

0 円

成果
指標

利用者数（人）

そ　の　他 3,179,501 円 目標値 実績値 差引

一 般 財 源

　観光交流プラザ内の安来市観光協会事務局において、観光案内業務のほか観光事業と情報発信を行い観光客の入
込増に向けた取り組みを行った。また物販事業を行い特産品や土産品の販売と販路の拡大に努めた。
　施設内には、行政サービス窓口も併設し、住民票や印鑑証明の即日交付、イエローバスの定期券発行などを実施
した。
　・行政サービス利用者　4,370人
　・観光案内利用者　17,948人
　・ギャラリー入場者　5,346人
　・特産品等購入者　28,755人

【事業内容】

観光案内・行政サービスコーナー 特産品・お土産販売コーナー観光案内・行政サービスコーナー 特産品・お土産販売コーナー
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いちごフェア 春のイベント

決算事項別明細書 P139

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

事業進捗度 － 観光施設管理費

予 算 額 29,128,000 円
目
的

地域振興及び観光振興を図る。

決 算 額 26,766,325 円

財
源
内
訳

中事業 観光の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 道の駅あらエッサ管理費 商工費

事業開始年度 平成26年度 商工費

250,000 240,443 △9,557

人件費コスト  B 0.7人役 5,399,100 円 総事業費　　A+B 32,165,425 円

利用者数（人）

そ　の　他 16,260,141 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 1,300,000 円

成果
指標

一 般 財 源 9,206,184 円

・島根県及び安来市の東の玄関口である島田地区に整備を行ってきた道の駅の施設管理を行った。
・道の駅への集客を高めるため各施設出店者と協力し、四季折々や週末等に多目的施設を使用した各種
　イベントを開催し、又、各種宣伝媒体を利用して道の駅の知名度を高め、利用促進を図った。
・主な開催イベント：ゲーム・音楽イベント、クリスマスフェスタ、試食会、いちごフェア等

○事業内容
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諸収入

労働者福祉事業を実施する団体へ助成を行うことにより、労働者福祉の増進を図った。

勤労者の住宅新築・増改築資金を金融機関に預託し、勤労者の住環境の整備を行った。

安来市内の企業に就職する新就職者を歓迎するとともに、社会人としての自覚を促した。

指定管理者による施設管理を行い、地域産業の担い手育成と市民の生涯学習を促進を図った。

決算事項別明細書 P127

大事業 多彩な魅力と創造力豊かなまちづくり 担当部署 商工観光課

そ　の　他 150,000,000 円 目標値 実績値 差引

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

成果
指標

一 般 財 源

予 算 額 157,266,000 円
目
的

中小企業で働く人の福利厚生の充実及び労
働者福祉の増進を図る。

決 算 額 157,251,608 円

財
源
内
訳

労働費

事業開始年度 平成26年度 労働諸費

総事業費　　A+B 159,565,508 円人件費コスト  B 0.3人役 2,313,900 円

7,251,608 円

事業進捗度 － 労働諸費

中事業 雇用の促進
予
算
科
目

一般会計

小事業 労働者福祉費

【労働者福祉事業】 150,850,000円 0円 0円 150,000,000円 850,000円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

△ 27

【安来市学習訓練センター事業】 6,172,000円 0円 0円 0円 6,172,000円

成果指標 目標値 実績値 差引

【新就職者歓迎の集い事業】 182,000円 0円 0円 0円 182,000円

　松江市、雲南市及びハローワークと合同で、高等学校の進路指導担当者と企業の採用担当者との就職情報
交換会を開催し、情報の共有化と相互理解を図った。

【学校と企業との就職情報交換会】 47,608円 0円 0円 0円 47,608円

成果指標 目標値 実績値 差引

年間利用者数（人） 25,000 37,458 12,458

参加者数（人） 70 43
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